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マイナポータルと連携した年金に係る確定申告のご案内
（P7）主な項目

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖東京都職員共済組合

 年金課問い合わせ先
・E メールアドレス　　　S9000063@section.metro.tokyo.jp
・年金課コールセンター　０５７０－０３－４１６５【ナビダイヤル】



源泉徴収票について 年金課  年金給付担当

源泉徴収票を送付する方（発送日　令和７年１月９日）
「退職」または「老齢」を給付事由とする年金を受給されている方

源泉徴収票を送付しない方
「障害」または「遺族」を給付事由とする年金を受給されている方（非課税のため）
「在職中」などで令和６年中に年金の支給がなかった方

この「令和６年分 公的年金等の源泉徴収票」は、所得税の確定申告を行う際に必要ですので、
大切に保管してください。

「令和６年分 公的年金等の源泉徴収票」をお送りしました

令和 6 年分 公的年金等の源泉徴収票＜見本＞

* * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * *

* * *

定額減税に関して、実際に所得税額から控除した減税額及び控除しきれなかった金額
を、記載しています。
「源泉徴収時所得減税控除済額　X,XXX 円」→ 令和６年中に減税された所得税額
「控除外額　X,XXX 円」→ 控除しきれなかった金額

※減税額が、年金から源泉徴収する所得税額を上回り、控除しきれない金額がある場合、各市区町村
で行われる給付措置を受けられる場合があります。

　詳しくはお住まいの市区町村にお問い合わせください。
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源泉徴収票に関するよくある質問

Q1　源泉徴収票を紛失してしまいました。再発行はできますか。

A1　 可能です。お電話またはメールで再発行をご依頼ください。
※　源泉徴収票の発送後は、電話が大変混み合います。

メールでの再発行依頼にご協力ください
（右側の QR コードをスマートフォンで読み込むとメールアドレスの
入力が省略できます。）
また、メールには以下内容をご記入いただけますようお願いします。
・受給権者番号又は基礎年金番号　・氏名　・生年月日　・連絡先
 （登録されているご本人様の住所以外の住所に送付することができません）

Q2　 源泉徴収票に記載された金額は、いつからいつまでに支払われたものですか。

A2　 令和 6 年 2 月の定期支給期分から令和 6 年 12 月の定期支給期分までの支払金額と
なります。 令和 6 年の途中から年金の支給が開始となった方は、その開始となった
月から令和 6 年 12 月の定期支給期分までの支払金額となります。

Q3　 令和 6 年 10 月頃に提出した扶養親族等申告書と申告内容が異なっている
のはなぜですか。

A3　 令和 6 年 10 月頃にご提出いただいたのは「令和 7 年分扶養親族等申告書」です。 
今回お送りした「令和 6 年分公的年金等の源泉徴収票」は、令和 5 年 10 月頃にご
提出いただいた「令和 6 年分扶養親族等申告書」の申告内容に基づき作成しています。

Q4　 源泉徴収票記載の「控除対象扶養親族」等の状況が変わりました。どうした
らよいですか。

A4　 年の途中で扶養親族が増えたり、扶養親族の状況が変わったりして、扶養親族等申
告書の記載した内容から変更がある場合は、所得税および復興特別所得税の過不足
分を精算するため確定申告が必要となる場合があります。最寄りの税務署にご相談
下さい。

Q5　令和 6 年分の源泉徴収票の電子交付はできますか。

A5　 都共済の「マイナ手続きポータル」にご登録された方は、電子交付を受けることが
できます。ご利用については、8 ページをご覧ください。

Q6　 死亡した年金受給者について、準確定申告のための源泉徴収票は送付され
ますか。

A6　 準確定申告のための源泉徴収票は死亡を把握したときから 1 ～ 2 か月後に発行して
います。
お手元に届かない場合は、共済組合にメール等でご連絡いただければ、お送りします。

都共済ホームページに、「公的年金等の源泉徴収票に関する Q&A」を
掲載していますので、あわせてご覧ください
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退職・老齢を支給事由とする年金は、「雑所得」として所得税が課税されますので、

一定額以上の年金を受給されている方は、受給のたびに所得税が源泉徴収されています。

年金は年末調整を行うことができないため、源泉徴収された所得税額の過不足を精

算する場合には、所得税の確定申告を行うことになります。

次に該当される方は、ご自身で「確定申告」をする必要があります。

年金と確定申告について

○ 確定申告の対象となる方

税務署で
確定申告

令和６年中の年金収入の合計が400万円以下で、
かつ公的年金等以外の所得金額が20万円を超える方

令和6年中の年金収入の合計が400万円を超える方

※令和 6 年中の公的年金等の収入金額の合計が 400 万円以下で、かつ、公的年金等以外の所得
金額が 20 万円以下である場合には、所得税の申告を省略することができます。

※所得税の源泉徴収の対象とならない公的年金等（外国で支払われる年金）の支給を受ける方は、
確定申告書の提出が必要です。詳しくは、お近くの税務署にお問い合わせください。

確定申告については、お近くの税務署にお問い合わせください。
国税庁ホームページ　https:// www.nta.go.jp

○ 確定申告により税の還付を受けられる可能性のある方（例）

◆税控除の対象となる社会保険料等を支払った方

◆申告書提出後、扶養親族に変更があった方
※扶養親族がお亡くなりになった場合でも、その年については控除を受けられます。

◆ 10 万円（注）を超える医療費を支払った方
（注）その年の総所得金額等が 200 万円未満の方は、総所得金額等の 5％の金額

◆年の途中から年金の支給が開始され、その他の所得がない方

※公的年金以外の所得金額が20万円以下で所得税の確定申告を省略できる場合であっても、
住民税の申告が必要となる場合があります。詳細は、お住まいの区市町村住民税担当課に
お問い合わせください。
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年金の源泉徴収税額（1回の支給当たり）の計算例

［事例１］　１回の支給金額 287,000円、65歳以上、扶養親族なしの場合
　　　　　（扶養親族等申告書を提出しない場合も同様）

　 ① 控除額を計算します。　
 控除額 ＝ （基礎的控除額 ＋ 人的控除額） ×月数（その支払計算の基礎となった期間月数）
 ・基礎的控除額 143,500 円 × 25% ＋ 65,000 円 ＝ 100,875 円
    　　　　　　　　　　　　　　　　（支給年金額の 1 カ月分の金額（287,000 円÷２））

  　　→ 135,000 円未満のため、135,000 円が基礎的控除額になります。
 ・人 的 控 除 額 なし（扶養親族等を申告した場合は控除されます。）
 ・控　 除 　額 （135,000 円 － 47,500 円注） ×２か月分 ＝ 175,000 円
 注：47,500円は老齢基礎年金が発生している者に係る調整控除額（所得税法施行令第319条の6）。

　 ② 源泉徴収税額（所得税及び復興特別所得税）を計算します。
 源泉徴収税額 ＝ （ 定期支給期の支給年金額（※） － 控除額 ） × 5.105 % 
 ※年金から社会保険料が徴収されている方については、社会保険料を差し引いたものが「定期支給期の支給年金額」
 となります。

 （287,000 円 － 175,000 円） × 5.105% ＝ 5,717.6 ⇒ 5,717 円
 →　1 回の支給につき 5,717 円が源泉徴収税額となります。

源泉徴収票の税額は１回の支給期ごとに計算・徴収した合計ですので、年間の総支
給額で計算した場合とは必ずしも一致しません。

［事例２］　１回の支給金額　287,000円、65歳以上、扶養親族等申告書を
　　　　　「一般の控除対象配偶者がいる」で提出

　 ① 控除額を計算します。
 控除額 ＝ （ 基礎的控除額 ＋人的控除額 ） ×月数（その支払計算の基礎となった期間月数）
 ・基礎的控除額 143,500 円× 25% ＋ 65,000 円 ＝ 100,875 円
    　　　　　　　　　　　　　　　　（支給年金額の 1 カ月分の金額（287,000 円÷２））

  　　→ 135,000 円未満のため、135,000 円が基礎的控除額になります。
 ・人 的 控 除 額 32,500 円（一般の控除対象配偶者）
 ・控　 除 　額 （135,000 円 － 47,500 円注＋ 32,500 円） ×２か月分 ＝ 240,000 円 
 注：47,500円は老齢基礎年金が発生している者に係る調整控除額（所得税法施行令第319条の6）。

　 ② 源泉所得税額及び復興特別所得税を計算します。
 源泉徴収税額 ＝ （定期支給期の支給年金額 － 控除額） × 5.105 %
 （287,000 円 － 240,000 円） × 5.105%  ＝　2,399.35 円 ⇒ 2,399 円
 →　1 回の支給につき 2,399 円が源泉徴収税額となります。

※令和 6 年中に支払われた年金については、「復興特別所得税」として源泉所得税の額の 2.1％相当額が
　加算されています。
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［参考］ 令和６年控除額の一覧（月額）
区　分 内　容 控除額

基
礎
的
控
除
額

年齢 65 歳
以上の人

支給年金金額の月割額 × 25% + 65,000 円
（計算額が 135,000 円未満の場合には、135,000 円）

年齢 65 歳
未満の人

支給年金金額の月割額 × 25% + 65,000 円
（計算額が 90,000 円未満の場合には、90,000 円）

人
的
控
除
額

受給者本人に
関するもの

障害者に
該当する場合

一般の障害者 22,500 円
特別障害者 35,000 円

寡婦又はひとり親に
該当する場合

寡婦 22,500 円
ひとり親 30,000 円

源泉控除対象
配偶者及び
控除対象
扶養親族に
関するもの

源泉控除対象配偶者
がいる場合

一般の控除対象配偶者
（70歳未満で年間所得見積額が95万円以下または
70歳以上で年間所得見積額が48万円超95万円以下）

32,500 円

老人控除対象配偶者
（70歳以上で年間所得見積額が48万円以下）

40,000 円

控除対象扶養親族が
いる場合（16歳以上）

一般の控除対象扶養親族１人につき 32,500 円
老人扶養親族１人につき（70歳以上） 40,000 円
特定扶養親族１人につき（19歳以上23歳未満） 52,500 円

源泉控除対象配偶者
又は控除対象扶養親
族が障害者に該当す
る場合

（障害者に該当する場合
の控除は、16歳未満扶養
親族である場合において
も適用されます。）

一般の障害者１人につき 22,500 円

特別障害者１人につき 35,000 円

同居特別障害者１人につき 62,500 円

令和 7 年分扶養親族等申告書を提出した方が、申告書提出後に申告内容に変更が生
じ、修正を希望される場合は、扶養親族等申告書を再発行しますので、下記連絡先ま
でご連絡ください。

● 再発行受付期間は、令和 7 年 2 月 28 日（金）まで
提出期限は同年 3 月 7 日（金）【都共済必着】です。

なお、申告内容の変更により、所得税の過不足が生じた場合は、令和 8 年 2 月頃の
確定申告により精算をお願いいたします。

令和７年分扶養親族等申告書の再発行について

年金課へのご連絡・お問い合わせについて
●電話番号【ナビダイヤル】（0570）03-4165（※ 1 ※ 2）

受付時間　平日 8 時 30 分から 17 時 30 分まで
※１  ナビダイヤルへは、携帯電話からもご利用いただけますが、各携帯電話の無料通話分の対象外とな

ります。
※２  IP 電話、一部携帯電話、海外からの通話は受付けできないことがあります。

・ 月曜日など休日明けの午前中や、定期支給日の前後一週間は、電話が集中するため、大変つながりにく
くなります。つながらない場合は、週の後半など比較的つながりやすい時間におかけください。

・ 本人確認のため、「8596」で始まる年金証書記号番号または基礎年金番号をお知らせくださいますよう
お願いします。

・ご相談等の内容は、電話応対の品質向上のため録音させていただきますので、ご了承ください。

● E メールアドレス：S9000063 @ section.metro.tokyo.jp
・メール本文に、以下を記載していただきますようお願いします。

①年金受給者の氏名　　　②年金証書記号番号または基礎年金番号　
③連絡の取れる電話番号　④お問い合わせ内容

（右側の QR コードをスマートフォンで読み込むとメールアドレスの入力が省略できます。）
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マイナポータルと連携した
年金に係る確定申告のご案内

年金課
年金システム担当

公的年金等の源泉徴収票の発行対象となる方については、都共済の「マイナ手続き
ポータル」へ利用登録を行うことで、源泉徴収票の電子交付を受けることができま
す。本サービスはマイナポータルと連携しており、取得した源泉徴収票データにより、
e-Tax（国税電子申告・納税システム）における確定申告書の作成を容易に行うこと
ができます。是非ご活用ください。

詳細は、東京都職員共済組合ホームページをご参照ください。
※確定申告及び e-Tax については、国税庁ホームページをご参照ください。
※本サービスのご利用には、マイナンバーカードが必要になります。

東京都職員共済組合ホームページ
https://www.kyosai.metro.tokyo.jp/nenkin/nenkintetuduki/kakuteishinkoku/post-206.php

本件に関するお問い合わせ
tokyosai_e_shishobako @ section.metro.tokyo.jp

（右側の QR コードをスマートフォンで読み込むとメールアドレスの入力が省略できます。）
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＜契約例＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐火造（コンクリート・鉄骨）建物　　　　　　保険金額1000万円　保険期間　6年　満期支払割合：30％＜契約例＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐火造（コンクリート・鉄骨）建物　　　　　　保険金額1000万円　保険期間　6年　満期支払割合：31

会員の皆さまへの２大特典!!
特典１

毎月の家賃相当額から３％を割引いたします
前払金プランの場合、前払金の３％を割引

特典２ 介護に関するお困りごと

相談無料ＳＯＭＰＯケアへお繋ぎいたします

いきいきトレッキングクラブ (各回10名程度）

東京の低山や丘陵を歩きます

令和7年4月実施予定 高尾山（１号路）

令和7年5月実施予定 御岳山

《 東 京 都 弘 済 会 の ペ ー ジ 》

楽しく歩いて人生１００年

東京健康増進歩こう会（各回30名程度）

まち歩きを楽しみながら健康づくりを行います

令和7年5月実施予定 中山道の宿場 板橋

令和7年6月実施予定 護国寺から早稲田

東京まち見学会（各回30名程度）

東京の魅力を伝える注目スポットを見学します

令和7年4月実施予定 木場から門前仲町

令和7年6月実施予定 目黒の寺社

事業の詳細・申込方法等はホームページをご覧ください。（応募者多数の場合は抽選となります。）

一般財団法人 東京都弘済会 公益事業課 中央区湊1-12-11 電話 03-3551-1101

駒沢公園歩こう会 駒沢公園内を街道に見立てて楽しく歩きましょう 東海道五十三次・中山道六十九次

・実施日：毎月第１・第３土曜日、第２・第４水曜日 8：30～11：30
・休み期間：７月と８月、１２月第４水曜日と１月第１土曜日

・入会金：500円（税込）、年会費はありません。
・街道の宿場を通過するごとに、宿場の「版画カード」を差し上げます。

・京都到達時には記念品を差し上げます。

山や、まちを楽しく歩こう（令和7年2月から順次募集）

春の「いきいき寄席」（700名程度）

三遊亭鳳楽一門 出演予定

令和7年5月30日（金） 於たましんRISURUホール

東京都弘済会がご紹介する 「ＳＯＭＰＯケア」
介護付ホーム・ サービス付き高齢者向け住宅のご案内!

ご注意

・インターネットの比較情報サイト

や紹介事業社などから弊社施設

の見学予約を行っている場合は

対象外となります。

・弊社施設へ初めてご入居される

方を対象としており、既にご入居

されている方は対象外となります。

・その他の割引制度との併用は

できません。

・デイサービス、ショートスティなど

入居以外のサービスは対象外と

なります。

・一部優待対象外の施設がござ

います。

・掲載内容については、予告なく

変更する場合がございます。

～介護のご相談・施設見学予約～ まずはお気軽にお問い合わせください

一般財団法人東京都弘済会 保険課 電話 0120-71-5081

介護のこと考えてみませんか
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広 告
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１４１ 令和７年１月３１日発行

〒１６３-８００１ ２-８-１ ３９
０５７０-０３-４１６５ ３０ ３０１７

（右側の QR コードをスマートフォンで読み込むとメールアドレスの入力が省略できます。）

インターネットＵＲＬは、https://www.kyosai.metro.tokyo.jp/


